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研究室に入った経緯と頻度

【経緯】 ・ 医療政策や医系技官の職に興味があった。
・ 公衆衛生学教室に連絡先を知っている先輩がいた。
→1年生12月頃から研究室に通い始める

【頻度】 ・週に2回程度講座に通い野村先生から直接ご指導いただく
・放課後や週末に作業し、適宜野村先生にメールで指導を仰ぐ



研究過程 タイムライン

経緯

公衆衛生学講座に秋
田県医師会/秋田県
保険者協議会から「健
康なまちづくり構想」事
業評価の依頼が来る。
野村先生から参加の
機会を頂く。

事前準備

（学生2名）

先行研究の調査、リ
サーチクエスチョンの立
案、倫理委員会申請
書の執筆、インタビュー
ガイド・問診票の作成
野村先生から適宜指
導を受けた

インタビュー

（学生8名）

秋田県5地区の医師5
名、リンクワーカー11名、
に対しZoomでインタ
ビューを行う。（40分
弱/回）

分析・報告書作成

（学生8名）

MAXQDAを用い、逐
語録を質的分析。分
析にあたっては保健学
科看護学講座眞壁教
授の指導を受けた。事
業報告書を作成。

論文執筆・投稿

MAXQDAを用い、質的
記述的分析法で再度分
析、論文化。秋田県公
衆衛生学雑誌に投稿し、
査読を経てアクセプトされ
た。

2年弱

統一試験の期間と被ってい
ましたが、複数の学年の学
生がいるチームだったため

助けられました….



研究概要・掲載雑誌

「医師視点から見られた高齢者への社会的処方の実装におけ
る障壁と促進要因～秋田県5地区でのインタビュー調査～」
掲載雑誌： 秋田県公衆衛生学雑誌

研究背景・目的： 高齢者への社会的処方の実装を行う上での障
壁や、それを可能にする要因について、秋田県のかかりつけ医の視点
を明らかにすることを目的とした。
研究方法： 令和3年度「かかりつけ医と医療保険者との協働による
健康なまちづくり構想事業」に参加した秋田県5地区の医師5名を研
究対象とした。半構造化面接を用いた質的記述的研究法を用いた。
MAXQDAを使用し、逐語録データから社会的処方を実装するための
障壁や促進要因について語られた記述をコードとして抽出し、その後、
サブカテゴリー・カテゴリー化を行い、質的記述的研究法にて分析した。
結果・考察： 「健康なまちづくり構想」に参加した医師5名のインタ
ビュー調査から、阻害要因として≪時間的制約≫、≪資源の不足≫、≪
患者の状況による影響≫、促進要因として≪患者に寄り添うリンクワー
カーの存在≫、≪医師の社会的処方への期待≫、≪関連機関での情
報共有≫、≪患者に適した社会資源の紹介≫、≪社会資源参加に適
した患者の特性≫が抽出され、これらを考慮したうえで社会的処方を
行う必要性が示唆された。



研究をやってよかったこと

• 公衆衛生について深く学ぶことができ、知識が増えた。
公衆衛生学講座で行われる研究
「社会的処方」とは何か
質的研究の手法、量的解析方法
学会発表や論文の書き方

• 研究をする面白さを知った
未知のことを知ることができる楽しさ！！



今後の展望

• R4年度のインタビュー調査を論文化
• 今年度事業調査では、英文論文を目指す

ご清聴ありがとうございました！
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